













また、 同 じ否定 回答 の 「シテイナイ」は下記 の ような 「ナカ ッタ」 と置 き換 え可能
であ り、「マダ」が使 えない場合 に も多用 されている と多 くの研究で指摘 されてい る(高
橋1988、井上2001、松 田2002など)。
(3)昨 日、パー テ ィー に出 た?
a.ううん、 出てい ない(出 てない)。
b.ううん、 出なか った。 (松田2002:35)
このように、日常会話で頻繁に使用されている 「シタ?」質問文に対 して、その否
定回答は形式も意味用法も多様であり、それぞれの回答形式がお互いに関連 して複雑





中国語を母語 とするJFL環境の学習者を対象に、会話完成テス トを通 して 「シタ?」









「シタ」の多義性 に基づいて、 「シタ?」 質問文の否定回答 として、 「ナカ ッタ」 と
「テイナイ」の区別 を論 じた研究 には寺村(1982)、庵(2001)、山下(2004)が挙 げ
られ る。
寺村(1982:321)は、 「シタ」には、 「過去 の事実」 と 「現在の既 然」 とい う二っの
意 味用法があ り、 「過去の事実」はテンスの用法であ り、 「現在 の既然」 は現在 テンス
と既然アスペ ク トが重なったものである と述べ、さらに、「問答 では、答 えが否定の場
合 はその違 いが顕在 化す る」 と指摘 してい る。
庵(2001)は寺村(1982)を受 け、 「シ タ」には 「過去」 と 「完了」 とい う二つの意
味があるとしてい る。 さらに 「シタ?」 質問文に対す る否定回答 では、下記 の例 のよ
うに、質問 してい る行為 の実現可能な時点 と発話時に近いか ど うかによって完 了の否
定(「テイマセ ン/テイナイ」)と過去 の否定(「マセ ンデ シタ/ナカ ッタ」)を使 い分 け
る と指摘 している。








だと思 う答えを選択 してもらう」とい う調査の結果を検討 している。その結果、「シ
タ?」質問文の否定回答の中で、「ナカッタ」の使用条件は、下記の例のように、話し
手 と聞き手の間に 「過去の場の共有」が存在す ることであると結論づけている。
(6)学生:昨 日小樽へ行 きました。
先生:面 白かったですか。










一方、実際の日常会話では、「過去時(に)何 々シタか?」 に対 しても前述の(3)
のような 「テイナイ」が頻繁に用い られているとい う報告がある。ザ トラウスキー
(1982)は電話調査で、500人を対象に 「○○は昨 日見たか」、「○○は読んだか」 と
いう質問をし、その回答の実態を収集 したところ、肯定の回答で 「テイル」系が最も









この種の 「テイナイ」を 「前現在のテンスから解放 された用法」と位置づけ、「テイル」
の経験 ・記録用法に近いものであるとしている。 さらに、その意味を 「過去に運動が
なかったことを、もっとすんな りのべている」と捉えている。
井上(2001)は、「タ」はテンスの意味のみを表 していると主張し、「シタ?」質問文
に対する否定回答の 「シテイナイ」を 「(マダ)シテイナイ」と 「(*マダ)シテイナイ
4」に分けて、「実現想定区間」5とい う概念を用いて、「テイナイ」の意味を論じた。「発
話時が該当出来事の実現想定区間内にあり、出来事の非実現が最終的に確定されない







シテイル ・シテアル=何々シタ という事実(結果)が アル
シテイナイ=何 々シタ という事実(結果)が ナイ
(松田2002:38)
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計83名である。調査協力者は全員来 日経験がなく、使用する教科書は 『新編 日悟(修
汀本)』(上海外悟教育出版社)で ある。事前に学習者のレベル判定のために、2年生
と3年生を対象に、 日本語能力試験N3とN2に相当する文法問題、各10問からなる











語話者5人 と討論 した。5人の意見が一致 した設問のみを調査項 目とし、それ以外は
除外 した。
3種類の回答をそれぞれ3問 ずつ、ダミーを6問入れて、計15問を含む会話完成テ











以上に示した問題(7)は 「(まだ)テ イナイ」項 目の設問であ り、正解は 「テイナ
イ」系であ り、「テイマセン」、「テマセン」、「テナイ」などを正答 とする。問題(9)
は 「ナカッタ」項 目の設問であり、正解は 「ナカッタ」系であり、「ナカッタ」、「マセ















2年生でも3年 生でも、 「ナカ ッタ」項 目は平均正答数 が最 も高 く、「(まだ)テ イナ
イ」 「(*まだ)テ イナイ」の順で続 き、その中、 「(*まだ)テ イナイ」項 目の平均正答
数 は3年 で も0.5点に過 ぎない ことが分 かった。
この結果 に対 して、学年 ×項 目の2要 因分散分析 を行 った ところ、2学 生 と3年 生
との間に1%水準で有意差が見 られ(F(1,243)=27.17、p<.01)、3つの項 目との問 にも
1%水準で有意差 が見 られた(F(2,243)=106.61、p<.01)。また、相 互作用 も5%水準で












①学習者にとって、3種類の回答の難易度は 「ナカッタ」〉 「(まだ)テイナイ」〉 「(*
まだ)テイナイ」の順になっている。 この難易度は2年生においても3年生におい
ても共通 している。









非過去の否定形 「ナイ」に集中している。各形式の使用数 と割合を表2に 示す。
表2「ナカッタ」項目の回答傾向
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4.3.2「(まだ)テイナイ」項 目
「(まだ)テ イナイ」で回答すべ き3問 に対す る回答 は正解 の 「テイナイ」以外 に、
主に 「ナカ ッタ」 と 「ナイ」 の両形式に集 中 してい る。各形式の使用数 と割合 をま と
め ると、表3に なる。
表3「(まだ)テイナイ」項目の回答傾向







































より、絶対値で大きい形式は 「テイナイ」と 「ナイ」の両形式 となっている。
正答の 「テイナイ」は使用率が2年生の24%から3年生の46%に上がり、有意に高く
なり、習得が進んでいると考えられる。一方、 「(まだ)テ イナイ」を 「ナカ ッタ」
と 「ナイ」で代用する現象が多く、特に2年生の段階はこの両形式の使用率は正用を
上回っている。3年 生においては 「ナイ」の誤用は有意に減少するが、 「ナカ ッタ」
は依然として高い割合で使用されている。
また、学習者の回答には、正用誤用を問わず、 「マダ」の使用が著 しく高いことも
挙げられる。 「マダ」が正答の 「テイナイ」とともに出現するのは勿論、 「ナカッタ」
と 「ナイ」との共起も多かったことは興味深い。例えば、下記に示 した問題(3)、設
問文に副詞 「モウ」が含まれた場合、 「まだ出さない」と答えた学習者が2年 生人8
人、3年生9人 、 「まだ出さなかった」 と答えた学習者が2年 生7人、3年生11人い
る。このような 「マダ」の過剰使用が突出する現象は、学習者が 「マダ」自体を 「(ま
だ)テイナイ」の用法 として用いる可能性を示唆すると思われる。
問題(3)あ なたは同級生にどう答えますか。
(教室で)同 級生:明 日締切のレポー ト、も う出 した?
あなた:う うん、まだ出 しません。/ま だ出 しませんで した。(出す)
4.3.3「*(まだ)テイナイ」項 目
表4に 示す よ うに、 「*(まだ)テ イナイ」で回答すべ き3問 に対す る回答は、正答





















































先生:鈴 木、今 田中の答案、見ただろ う?





は、 日本語教科書における 「シタ?」質問文 とその否定回答を調査する。
学習者が使用 している教科書を含む、合計4種類の初級、中級教科書7の記述を調査
した。対象とした教科書は中国で広 く使用 されてお り、学習時間、シラバス、想定す




































イナイ」の使い分けを 「モウ」と 「マダ」の対立 と単純化 している。それゆえ、教師
が教育現場で説明しない と、初級学習者が 「(まだ)テイナイ」の意味を表す形式は 「ま
だです」だと誤解 してしまう危険性が生 じると考えられる。
アスペク トの知識を導入する際、4種類の教科書の中で、「完了」 としての 「シタ」
を改めて取 り挙げ、「シタ」質問文の二種類の否定回答を記述す る教科書は 『新文化初
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JFL環境の中国人学習者における 「シタ?」質問文の否定回答
級 日本語1教 師用指導手引き書』 しかない。記述の内容は下記の通 りである。




・ 「はい」の時は質問文 と同じ過去形であるのに対 し、「いいえ」の時は 「～ていません。」と
なることに注意す る。 「～ていません。」と 「ませんで した。」 と 「ません。」の違いは下記の
通 りである。
「おべん とうを買いま したが、まだ食べていません。」 … まだ行為が完了 していない。
「今 日は忙 しかったので、昼ご飯 を食べませんで した。」 … 否定
「私はいつ も昼ご飯 を食べません。」 … 否定
・例文3)の ように、 「いいえ、まだです。」 も 「いいえ、、まだ～ていません。」と同じように使
う。
『新文化初級日本語1教師用指導手引き書』:p93)
この記述は寺村(1982)らを受けて、「モ ウ何々シタカ?」に対 しては 「マダシテイ
ナイ」、「過去時(に)何 々シタか?」 に対 しては 「シナカッタ」と答えるように指導
する例である。このような記述は 「(まだ)テイナイ」を提示するだけでなく、他の否













② 「*(まだ)テイナイ」は4種 類の教科書において1例 も見られず、指導が不十分で
あると言えよう。 「*(まだ)テ イナイ」が習得 しにくい原因の一つは教科書で重要
視されていないことであると考えられる。
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